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１． はじめに 

本チュートリアルは、InDesign2020 対応の SpicyLibra2024を始めてお使いになられる方

のために、SpicyLibra2024 の基本的な操作方法を、サンプルデータを使用して学んでいた

だくために用意したものです。 

 手順に従って、順番に操作することにより、SpicyLibra2020 の操作方法を身に着けてい

ただけることを願っております。 

 基本的な、InDesign のテンプレートの作成方法と SpicyLibra2024 での設定の方法を理

解していただければ、様々な場面にご活用していただけます 

 なお、InDesign の操作に関しましては、すでに既知のこととして説明しますので、InDesign の操

作が不慣れ方は、まず、InDesign の操作について習得されることをお勧めいたします。 

 SpicyLibra2024の様々な機能は、InDesign 自体が提供する機能に依拠しております関

係上、InDesign の操作は、SpicyLibra2024操作の前提となりますので、予めご承知おきく

ださい。 

 また、本チュートリアルは、逐次内容を拡張していく予定にしております。 

 

 なお、一部、SpicyLibra2024 以前の SpicyLibraCS バージョンでの画面イメージなどを使用し

ているものもありますが、作業上、問題ありませんので、申し訳ございませんが、SpicyLibra2024

の画面に置き換えてお読みください。 

 

※基本的な作成手順は、すべて同じですが、「串刺し面付け」と「簡易 PDF 面付け」は、若干

異なる要素がありますので、データの指定方法には注意してください。 

 また、パス設定を行うときに、設定開始のボタンをクリックする前に、 

① 入力ファイルのフォーマット指定 

② ページ作成方法の正しい指定 

を必ず確認してください。 

 

◆評価版にて使用される場合の注意事項。 

  サンプルは、正規版をご使用いただくことを前提に作成されております。 

そのため、評価版の状態でサンプルを処理される場合、評価版では、データが 20 レコードまで、

あるいは作製されるドキュメントが４ページまでなどの制限がございますので、サンプル処理が途中

の状態で終わる場合がございます。 

あらかじめ、ご了承ください。 



 

 4 

２． サンプルデータの使用方法 

ここでは、サンプルに共通する取り扱い方法をご説明します。 

 （既に、コンピュータには、NETFramework4.7 InDesignCC2020 及び SpicyLibra2024 が

インストールされているものとします） 

 

① 圧縮されたサンプルデータ（＊＊＊＊.zip）ファイルをお使いのコンピュータに保存し、解凍し

ます。 

② 解凍したフォルダーを、適宜、適当なフォルダーに移動します。 

③ サンプルデータに含まれる各種フォルダー・ファイルは、SpicyLibra2024 の定義ファイル

（***.sld）内部において、既に、そのパスの登録がされています。しかしながら、そのパスは、

弊社にてサンプルを作成したときのパスとなっておりますので、ご使用になられるコンピュータの

環境に設定をしなおす必要があります。この作業をしないと、SpicyLibra2024 は正しく

関連するデータを読み取ることが出来ませんので、処理をすることが不可能となります。 

必ず、このパスの再設定を行い、定義ファイルを書き換えてください。 

  

<<サンプルデータパスの再設定方法>> 

 

 ●SpicyLibra2024 を起動します。 
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 ●各サンプルの定義ファイルを読み込みます。 

    画面右端のボタンより、「設定読込」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●ファイル選択ダイアログで、試されるサンプルの定義ファイルを選択します。 
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 ●定義内容が画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●画面右端の操作ボタン一番上の「基本パス設定」をクリックします。重要チェック 

  確認ダイアログが２面続けて表示されますので、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   とし、パス設定ダイアログ画面を表示させます(このパスは、InDesign のパスオブジェクトでは

なく、ファイルパスのことです)。 

 

（ポイント）メイン画面の「入力ファイルフォーマット」、「ページ作成方法」の２箇所が、基本パス

設定、テーブル作成の処理を行う際の重要なチェックポイントです。ただし。サンプルでは、正しく

はい 
を選択 

重要チェック

ポイント① 

重要チェック

ポイント② 

いいえ 
を選択 
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設定されています。新規作成の場合の注意事項となります。 

 ●パスの再設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に設定されているファイルパスがテキストボックスに表示されます。 

基本的なフォルダー構成は、 

 

****\親フォルダー\データフォルダー\データファイル 

 

となっていますので、「親フォルダー」より前のフォルダーパスの部分「****」が、サンプルで表

示されるパスと、実際にお使いになるコンピュータでのパスとで異なることとなります。 

従いまして、この部分のパスを一括で変更します。 

そのために、フォルダー操作の「移植フォルダー変更」ボタンをクリックし、新たな「親フォルダ

ー」に設定しなおします。 

 

 

 

 

 

 

いずれかのサンプルの定義ファイルが読み込まれ、画面にフォルダー・ファイルパスが表示さ

れているのを確認し、「はい」を選択します。 

「移植フォルダーを変更す

る。」で親フォルダーを変更

します。 

はい 
を選択 
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 フォルダー選択ダイアログが表示されますので、該当するサンプルの親フォルダーを選択し、

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

●「設定」ボタンを押して、再設定した内容を有効とします。 

パス設定画面に戻りますので、表示されているパスが、お使いのコンピュータのパスに変更

されていることを確認し、「設定」ボタンをクリックします。 

 

●再設定した内容をファイルに保存します。 

これで、選択されたサンプルを処理するための、処理環境が設定されたことになります。 

ただし、この環境の設定は。プログラムを終了させたり、他のサンプルの定義ファイルを読み

込んだりすると、消えてしまいますので、新たに、定義ファイルとして保存しておくことを勧めま

す。そのため、メイン画面お操作ボタンの「設定保存」をクリックし、表示されるファイル保存

ダイアログにて先ほど読み込んだ定義ファイルを選択し、上書き保存するか、新規のファイル

名をつけて保存します。定義ファイルを保存することにより、次回からは、再設定した内容で

定義ファイルが読み込まれますので、パスの再設定を再度する必要がなくなります。 

  

以上でサンプルを実行する環境がそろいましたので、「実行」ボタンを押せば、処理が始まり、ド

キュメントが作成されることとなります。 

ただし、標準構成になっていないフォルダーでは、この方法がうまくいきませんので、誠に申し訳あ

りませんが。テンプレートなど個別での再設定をお願いいたします。 

親フォルダーの選択 
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３． サンプル１（はがき 4 面付け DM 処理） 

① ここで学ぶ機能 

[テンプレート] 

・テキストフレームの作成と設定 

・画像フレームの作成と設定 

・マスター頁の作成とドキュメントページへの適用 

 

[SpicyLibra2024機能] 

・ページ作成方法 → ２頁連続（１レコードを２頁に配置）<<表裏２面を処理する

ため>> 

・単純挿入 →   データ項目文字列のテキストフレームへの挿入 

・あふれ処理 →   オーバーセットしたテキストフレームの処理 

・数字フラグ →   データ項目中の数字を文字列に変換して挿入 

・郵便枠処理 →   ７桁の郵便番号項目を２つのテキストフレームへ分割して挿

入 

・人名字取り →   人名を字取り処理して挿入 

・文字差込 →  テンプレートのフレームに入力してあるプレースホルダー文字を

データ項目の文字列に差し替えて挿入 

・文字差込ファイル → プレースホルダー文字列を含むテキストファイルを挿入し、デ

ータ項目文字列で、プレースホルダーを差し替える 

・画像挿入 → 画像のフィットの仕方を設定する 

・カスタマーバーコード処理 → バーコードデータ作成のための住所のデータ項目の設定 

（郵便カスタマーバーコードは、テキストでの挿入となります） 

 

② 処理前の準備 

処理には、下記のファイルとフォルダーが必要なので、実際に存在するか確認します。 

[データファイル] 

・InDesign テンプレート →   DM 両面用テンプレート-01.indt 

・基本処理ファイル →   データ-01.csv 

・UNICODE 変換テーブル →  UNICODE 対応.itb 

・住所縦組み文字変換テーブル →  縦組み漢数字変換テーブル.atb 

 

[フォルダー] 

・InDesign ドキュメント出力 →  ファイル作成 

・貼りこみ画像ファイル →   画像データ（貼りこみようの画像ファイルが数点あり

ます） 
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・流込みテキストファイル →   TXT データ（流し込み用のテキストファイルが数点

あります。） 

 

[バーコードフォント] 

このサンプルでは郵便カスタマーバーコードを使用しますので、予めバーコードフォントをお

使いのコンピュータにインストールしておきます。 

すでに、インストールされているバーコードフォントがあれば、それをお使いください。 

もし、バーコードフォントをお持ちでない場合には、市販のバーコードフォントをお買い求め

の上、インストールしてください。インストールは、お買い求めのフォントの説明書をご覧くださ

い。 

なお、本プログラムインストール CD には、無償にて利用できるバーコードフォント「PB 

Barcode」を添付しておりますので、解凍の上、フォントフォルダーにインストールしてください。 

インストールは、「Fonts」フォルダーを開き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルメニューより、「新しいフォントのインストール」を選択し、フォントインストールダイアログ

ボックスを表示させます。 
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先ほど解凍したフォントファイル「PB Barcode」を選択し、「OK」ボタンを押します。 

フォントが「Fonts」フォルダーにインストールされましたので、フォルダー内に、「PB Barcode」

があるか確認してください。 

「PB Barcode」フォントの使用許諾条件に関しましては。解凍したフォルダーに添付され

ている説明書を参照してください。 

このフォントは、無償にて提供されているフォントですので、使用上の一切の保障はござい

ません。従いまして、使用をしたくない場合には、市販のバーコードフォントをお買い求めの上、

ご使用ください。 

 

③ 処理データの確認 

このサンプルで用いる処理データは、「データ-01.csv」です。通常の CSV ファイルとなって

います。メモ帳などのテキストエディタで開いてみてください。 

始の３レコードを転記すると、 

---------------------------------------------------------------------- 

管理番号,顧客名,葉書宛名,称号,挨拶文挿入氏名,郵便番号,住所 1,住所 2,案内文,キ

ャッチ,画像,背景,担当 

1,秋山 一郎,秋山 一郎,2,秋山 一郎,1430016,東京都大田区大森北 1-1050-3,,案

内 02.txt,春の新作がそろいました,靴 01.jpg,背景 01.jpg,鈴木 

2,横田 佐知子,横田 佐知子,1,ご夫妻,1620823,東京都新宿区神楽河岸 105-2-3,神

楽レジデンス 603,案内 01.txt,ご結婚記念日おめでとうございます,女性 03.jpg,背景 03.jpg,

倉上 

---------------------------------------------------------------------- 

となっています。 

1 レコード目は、実際の処理には使用しない項目見出しです。この 1 レコード目が、

SpicyLibra2024の「データ例」に表示される内容です。2レコード目からが処理レコード

です。 
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2 レコード目以降を見ると、***.txt や****.jpg などの記述がありますが、これらは、フレー

ムに流し込む・貼り込むファイル名となります。 

それ以外の項目の文字列が、フレームに流し込まれたり、フレーム内・ファイル内のプレー

スホルダー文字列に置き換えられるものとなります。 

 データの確認が終わったら、テキストエディタを閉じてください。 

 

④ テンプレートの作成 

データを挿入する InDesign テンプレートを作成します。 

ここでは、ゼロからの作成方法を述べますが、サンプルでは、既にテンプレートが作成され

ていますので、「DM 両面用テンプレート-01.indt」を開いて、確認してください。 

 

InDesign で「ファイルメニュー」－「新規」－「ドキュメント」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規ドキュメントダイアログが表示されますので、判サイズや綴じ方、方向などの値を設定

します。見開き処理をしないので、「見開きページ」と「マスターにテキストフレーム」のチェック

ボックスは未チェックにします。 

 「マージン段組」ボタンをクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

マージン、段組、組方向の設定を行い、「OK」ボタンをクリックします。 
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ドキュメント画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドキュメントの初期画面が表示されます。 

右下の「ページパレット」を参照してください。 

 上下２つ分かれた表示になっており、下のペーンのページアイコンが選択されているのが分

かると思います。この選択されているページが、左に表示されているドキュメントページ画面と

いうことになります。 

 このサンプルでは、可変要素のテキストフレーム、すなはち、SpicyLibra2024 でデータ

を挿入したりする対象となるフレームは、ドキュメントページに、SpicyLibra2024 で処理

をしないがドキュメントページに反映させたいオブジェクトは、マスターページに作成します。 

 また、このサンプルでは、裏面にも表面と異なるレイアウトを行いますので、ドキュメントペー

ジを１頁追加して作成します。同時に、裏面にも表面と異なるマスターページを適用します

ので、マスターページも１頁追加作成します。 

 初期画面では、ドキュメントページに「A-マスター」が適用された内容になっていますので、

「ページパレット」上部の「なし」のマスターをクリックし、ドキュメントページに「なし」のマスターを

適用しておきます。 

 以上の、作業を行うと、次のような画面になります。 
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 マスターページが２頁、ドキュメントページが２頁作成されているのが、「ページパレット」で確

認できます。そして、いずれのドキュメントページにも、マスターページが適用されていないのが

分かるとおもいます。 

 まず、SpicyLibra2024 にてデータを処理するドキュメントページに、テキストフレーム、

グラフィックフレームを作成します。 

 表面から、作成しますので、「ページパレット」の下部のドキュメントページ「１」をダブルクリッ

クし、左側に、１頁のドキュメントページを表示させます。 

 この頁に、フレームを作成していきます。 

フレーム作成の基本は、データ１レコードの項目に対して、項目データを挿入・処理するフ

レームを作成していくのが基本となります。 

 １頁に複数のレコードを配置する場合には、１レコードを対象として作成したフレーム群を

選択し、必要レコード数分コピー&ペーストすることになります。 

 

●最初のテキストフレームを配置します。 

 フレームを配置するには、アタリのガイドを使用して行うと、正確に、配置することが可能で

す。このサンプルでは、１ページに４つのはがきを印刷するので、定規ガイドで４分割します。 

 では、郵便番号の親番を印刷するテキストフレームを配置しましょう。欲組みテキストフレ

ームツールを選択し、ドキュメントページの該当する部分に配置します。 

InDesign メニューの「ウインドウ」→「オブジェクトとレイアウト」→「整列」で、そろえるのも有効

です。 
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 結果は、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SpicyLibra2024 では、段落スタイル設定や文字スタイル設定などを意図的に適用

する処理を指示しない限り、あるいは InDesignTAG ファイルの挿入をしない限り、デフォール

トでは、フレームに設定された、段落や文字、それらのスタイル及びフレームに設定された属

性値を持って、挿入される文字列の書式が決まりますので、テキストフレーム配置後、必ず、

〒親版用テキ

ストフレーム 

アタリ罫線（ガイド） 
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次の設定をキチンとしておかないと予期しない文字列の書式となってしまいますので、充分

注意して実行してください。 

（※単位や禁則、和欧文語間、レタースペーシングなどドキュメント全体に影響する組

版要素に関しては、予め、「環境設定」などで、設定しておく必要があります。） 

 

▼テキストフレームに、挿入されると予想される文字列を仮に入力します。ここでは、郵 

便番号の親番ということなので、数字３文字が入り、郵政公社指定の大きさに適合す

るように、設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「文字パレット」より使用するフォント、サイズなど基本の組み属性を決めます。 

 ▼「段落パレット」より、揃えなど段落の書式を設定します。 

▼「段落スタイル設定」や「文字スタイル設定」などを適用する場合には、それらのパレット

でスタイル設定を行い、実際に適用して効果を見ます。 

▼色、線などの指定をする場合には、それぞれのパレットで、設定を行います。 

▼忘れがちなのが、テキストフレームに対する属性の設定なのですが、テキストフレームオプ

ションやフレームグリッド設定で、縦方向の揃えやマージンなどを設定します。 

 また、テキストフレームに他のオブジェクトが重なった時の「テキストの回りこみを無視」などの

設定を行います。 

▼また、このフレームが他のテキストフレームに重なった時に作用する「テキストの回りこみ」を

「テキストの回りこみパレット」で設定します。 

▼上記のほか、必要とあれば、属性を設定します。 

このようにして、一つのフレームの属性の設定が終了したならば、仮に入力した文字列を

選択し、削除します。 

 

●フレームラベル名の付加。 

SpicyLibra2024 では、この特定のフレームをプログラムから認識するために、フレー

ムに名前（ラベル名）を付け、他のフレームとはフレーム名で区別します。そのために、フレーム

に名前を付ける作業を行います。 

（複雑なフレームを描画するに際し、決まったレイアウトの用紙などがある場合には、そ
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れを読み込み、あたり用の下絵とすることも有効となります。ただし、すべてのフレーム名称設

定が終了した時に削除しておく必要があります。） 

では、ドキュメントページが表示されているのを確認し、プラグインを選択してラベル名を

設定するダイアログを表示させましょう（ドキュメントが表示されていない場合、プラグインは非

選択状態になっています）。 

InDesign メニューより、「プラグイン」-「スパイシーソフト」-「SpicyLibra[JP]」→「フレ

ームラベル名設定」を選択し、フレームに名前を付けるダイアログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前を付けるフレームを選択し、このプラグインの「フレームラベル名」の入力欄に他のラ

ベルと区分できる適当な名前を付けます。その時、ラベル名の表示属性である、「表示色

（フォントカラー）」、「表示位置（ラベル表示位置）」、「表示/非表示（ラベル名表示）」の各

値を設定します。 

入力後、「適用」ボタンをクリックすると、指定した文字色・位置に、フレーム名が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム名（フレームラベル名） 
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この作業を、はがき１枚の表面に印刷するすべてのフレームに行います。 

画像を配置する場合には、テキストフレームツールの代わりにグラフィックフレームツールを

使用して、フレームを配置します。 

画像の場合にも、仮画像を配置し、フレームの大きさや、フレームの属性、フィットの方

法などを設定、確認します。 

フレームの設定は重要となりますので、背景色、枠の色、角の効果、テキスト回り込み

などといったフレーム属性は勿論の事、適用される段落スタイル、文字スタイル、段落属性、

文字属性などの初期値の設定、あるいは、フレーム間の重なりがある場合には、重なりの

順番を、必ず確認してください。 

 

●４面分のフレームセットの配置。 

１レコード分の表面のフレームは、次ページのようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、はがき１レコード分の表面用のフレームの配置と名前付けが終わりましたの。 

はがき４面付けでは、１頁に４個分のはがきが入りますので、４レコードのデータを配置す

る必要があります。 

残りの３面分も上記方法で作成してもいいのですが、オブジェクトを正確に同じにするた

めには、コピーして貼り込むのが最適です。 

したがって、今作ったフレームセットを選択しコピーします。 

このコピーしたものを、残り、３面分のフレームを配置する場所に、ペーストします。 

 

 

１レコード分のフレームの集

まりをフレームセットといい

ます。 
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ペーストしたことで、４面分のフレームの配置が、上図のように行えました。それぞれのフ

レームの位置関係は、調整してください。 
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●枝番の付加。 

しかし、これでは、同じフレーム名のフレームが１ページに４個できてしまいます。これでは、

プログラム上、フレームの区別が付きませんので、おのおののフレーム名に枝番号をつけて、

同じ処理を行うフレームの名前に区別をつけます。 

名前を付けるプラグインを表示させ、1 面（レコード分）のフレームを全て選択します（ラベ

ル名入力欄は、複数のラベル名を選択したため空白となります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラグインダイアログ画面の「付加番号」が「１」になっているのを確認し、「枝番付加」の

ボタンをクリックします。すると、選択されているフレームのラベル名すべてに枝番「-1」が付

加されます。 
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同様に、次のフレームセットを選択し、「付加番号」の値を「２」に増加します。 

このとき、SpicyLibraCS Ver3.0 以前のプラグインと異なり、付加する枝番号は自

動的には増加しませんので注意してください。 

この状態で、再度、「枝番付加」のボタンをクリックします。これで、枝番号「2」が付加さ

れます。同様にして、３面（レコード）、４面（レコード）の全てのフレームのラベル名に１～４

までの枝番号を付け、フレームを個別に区別することが可能とします。 

 

● 枝番は必ず１から昇順に付けてください。枝番「１」がないとエラーとなります。他の

枝番のものは、枝番がないものは処理をしないだけで、エラーとはなりません。 

また、同じ枝番があると、同じデータ項目のデータが挿入されます（意図的に行う場合を

除いて、枝番は別にしてください）。 

● 枝番とデータレコードとの関係は、レコードとの順番にリンクしています。すなはち、１

ページに４レコード処理をするデータが必要だとすると、予め、データファイルより、４レコード

を読み取ります。このレコードの順番が、フレームのラベル名の枝番の番号に一致します。 

レコードの番号が配置する位置に何らかの特定の意味がある場合には、どのフレームセ

ットに、何番の枝番を付加するかはよく検討のうえ、決定してください。 

 

裏面（ドキュメントページ２ページ目）に関しても、同じようにして、フレームを 4 面分作成しま

す。ただし、裏面となりますので、枝番の付け方を考え、表面と左右対称となるように付けてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字差し替えなので、予め

固定テキストと、プレース

ホルダー文字列（％１％な

ど）をテキストフレームに

入力しておく。 

表面の枝番の付け方

とは、左右対称にな

ります。 
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●マスターページの作成とドキュメントページへの適用。 

以上で、SpicyLibra2024 でデータの挿入などを行う、フレームの作成は、全て

終了しました。 

  次に、SpicyLibra2024 では処理の対象としない、表、裏ページ固定のオブジェク

トがある場合、それらをマスターに配置します。 

     このサンプルでは、表面用に、郵便番号の枠などをマスターページに配置し、裏面のガ

イド用にもマスターページを作成しています。 

    その各々は、次のようなものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    表面マスターページ    裏面マスターページ 

 

   サンプルでは、各々のマスターに「B-宛名面」、「A-ＤＭ面」という名前に変更していま

す。 

  そして、各々のマスターページをそれぞれのドキュメントページに適用します。 

（注；舞うターの適用は、SpicyLibra2024のメイン画面にて、適用するマスターを指定し、

このように、テンプレート中では、適用しないのが原則ですが、このサンプルの場合には、特殊な

扱いとなります。通常は、ドキュメントページには、「なし」のマスターを適用しておきますので、

覚えておいてください） 
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    マスター的用後の表面のドキュメントページは、上図のようになります。 

   ここで、マスターページ上に配置されたオブジェクトとの位置関係をチェックし、最終的な、フ

レームの位置調整を行います。 

  裏面につきまして同様にマスターが適用されますが、ガイドのみのマスターの為説明を省きま

す。 

 

●テンプレートファイルとして保存。 

   最後に、作成したテンプレートを InDesign テンプレートファイルとして保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル保存ダイアログの「ファイルの種類」で、必ず、「InDesignCS テンプレート」を設定し

てから保存してください。  

InDesign テンプレートを指定 
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⑤ SpicyLibra2024での関連付け 

以上で、テンプレートとデータの準備が出来ましたので、SpicyLibra2024 で、データ及

びテンプレートを読み込み、データ項目とフレームの関連付けを開始します。 

メイン画面の操作ボタンから、「テーブル作成」ボタンをクリックすると、「基本パス設定」で設

定した、データファイルとテンプレートにアクセスし、データの１レコード目及びテンプレートのフレ

ームラベル名を読み込んできます。 

 この作業を行う前に、メイン画面で、 

  入力ファイル形式に「CSV」 

  ページ作成方法に「 ２頁連続（１レコードを２頁に配置) 」 

を選択しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 デフォールトでは、データ項目の名前の欄と、フレームラベル名のリストビューの欄にそれぞれ

読み取った値が表示されますが、それ以外の関連付けの部分（画面の上部）は、デフォール

トのままであり、何の関連付けもされていません（サンプルでは、すでに設定されています）。 

 これから順番に、関連付けを行っていきます。 

● まず、データ項目の 1 番から見ていき、使用するのが、３番の「葉書宛名」となりますの

で、この部分の関連付けを行います（2 番は、９項目の説明で、合わせて解説しま

す）。 

   「葉書宛名」は、「文字列」として扱いますので、「データ種類」のコンボボックスで、「文

字列を選択します。 

 そして、この文字列をどういう風にテキストフレームに挿入するかなのですが、人名なので、

データファイルより読

み取った、１レコード

目の項目。 

テンプレートより読

み取ったフレームラ

ベル名。 
裏面（2 ページ目）の

名前の先頭には＊印

が付いています。 

ドラッグ
アンドド
ロップ 
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単純に挿入するのではなく、「字取り」処理を行おうと思います。人名字取りには５種類

ありますが、ここでは、「７字取り１」を選択し、写植方式（テレビのテロップ方式）の字取り

の方法を設定します。 

  字取りには、さらに細かな処理の方法として、ルビを付加するということも行えますが、ここ

では、字取り処理のみを行いますので、パラメーターでの付加的な処理の指定は行いま

せん。そのため、パラメーター欄は空白のままです。 

 以上で、データ項目の処理方法の設定が終了しましたので、このデータ項目の文字列を

どのテキストフレームに挿入するのかを指定します。 

  テンプレートで名前付けした「氏名」のテキストフレームに、挿入しますので、フレームラベ

ル名のリストビューの欄の「氏名」をマウスで選択し、同行の「フレームラベル名称」の欄に

ドラッグアンドドロップします。その結果、次のようになります。 

 

 

  一番左に表示されている番号は、設定の便宜上プログラムによって振られた番号で、デ

ータ中にあるものではありません。１レコード中の項目番号となり、項目番号指定時の目

安となります。 

  ドラッグアンドドロップしたフレームラベル名を削除したい場合には、「フレームラベル名称」

のラベル名をマウスでクリックし、そのままフレームベル名のリストビューの欄にドラッグアンドド

ロップすることで削除することが可能です。 

● 次の４項目の「称号」は、データが数字ですが、フレームには、決まった文字列で挿入し

たいので、次のように設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字列 

  「処理区分」 → 「数字フラグ」 

  データが数字なので、数字に対して、どんな文字列を対応させ挿入するかをパラメータ

ー欄で、指定します。 

パラメーター欄は、パラメーター欄に直接、指定した形式で記述することも出来ますが、

パラメーター欄をダブルクリックすることにより、その処理区分専用の設定ダイアログを表示

させ、記述することが出来ます。 

ダブルクリックすると、右のダイアログが表示されます。 
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いくつか設定できる項目がありますが、今回使用するサンプルでは、数字と文字列の

対応のみとなりますので、「フラグ番号」に対応して挿入する文字列を「挿入文字列」の

欄に記述します。 

記述が終わりましたら、「適用」ボタンを選択し、設定内容を適用します。 

設定した内容が、パラメーター欄に、所定の形式で挿入されます。 

「ラベル名称」 → 「称号」 

「パラメーター」→「御中,様,殿」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の５項目の「挨拶文挿入氏名」は、テンプレートに入力されている差し替え対象文

字列（プレースホルダー「％１％」）の部分を項目データ文字列に置き換えたいので、次の

ように設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字差込」 

  「処理区分」 → 「％１％」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*挨拶文」 

   ラベル名称は、挨拶文のフレームが裏面となりますので、ラベル名に｛＊｝が付加されて

います。実際のテンプレートのフレームラベル名に「＊」が付いているわけではありません。 

関連付けを行う上で便利なように、プログラム上で付加したものです。 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の６項目の「〒番号」は、データが７桁の数字なので、３－４桁に分割して、各々 

のテキストフレームに挿入しますので、次のように設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字列」 

  「処理区分」 → 「〒番号枠」 

  「パラメーター」 → 「郵便番号 2」 

  「ラベル名称」 → 「郵便番号 1」 

  パラメーターには、下４桁の番号を挿入するフレームラベル名称を設定します。 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 
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● 次の７項目の「住所 1」は、住所をただそのまま挿入しますので、次のように設定をしま

す。 

  「データ種類」 → 「文字列」 

  「処理区分」 → 「単純挿入」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「住所 1」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の８項目の「住所２」も、住所をただそのまま挿入しますので、次のように設定をしま

す。 

  「データ種類」 → 「文字列」 

  「処理区分」 → 「単純挿入」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「住所２」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の９項目の「案内文」は、テキストファイル挿入し、テキストファイル中の差し替え対

象文字列（プレースホルダー文字「％１％」）を項目データ替えて挿入したいので、次のよ

うに設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字差込ファイル」 

  「処理区分」 → 「非 GF-書式保持」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*案内文」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

   なお、本項目は、挿入するテキストファイルの設定を行い、ファイルが InDesign タグファ

イルであったら、その中で設定されている書式を有効とし、フレームグリッド適用はしないと

いうこ とで、「処理区分」 → 「非 GF-書式保持」となっています。この部分では、項目

データには、差し替え対象のテキストファイル名がデータとして記入されているということにな

ります。 

さらに、テキストファイル中のプレースホルダー文字列を置き換える文字列の設定をしな
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いといけないので、このプレースホルダー文字列を置き換える文字列が記述されている２項

目目の設定を次のように行います。 

  「データ種類」 → 「文字差込ファイル」 

  「処理区分」 → 「％１％」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*案内文」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

  なお、ラベル名称は、上記のテキストファイルの設定を行った項目で設定したラベル名称

と同じでなければなりません。 

 複数の「文字差込ファイル」処理が指定された場合、どのテキストファイル中のプレースホル

ダー文字列と置き換えるのかは、このラベル名称で判断しますので、特に注意してください。 

 すなはち、同じフレーム名称を適用されているプレースホルダー文字列は、同一ファイルの

対象文字列に対して有効となるわけです。 

 

● 次の１０項目の「キャッチ」は、キャッチコピー文字列をただそのまま挿入しますので、次の

ように設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字列」 

  「処理区分」 → 「単純挿入」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*キャッチ」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の１１項目の「画像」は、画像ファイルを挿入し、フレームに対して比例縮小した後に、

センターに持ってきますので、次のように設定をします。 

  「データ種類」 → 「画像ファイル」 

  「処理区分」 → 「比例縮小後センター」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*画像」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 
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● 次の１２項目の「背景」は、画像ファイルを挿入し、フレームにフィットさせますので、次のよ

うに設定します。 

  「データ種類」 → 「画像ファイル」 

  「処理区分」 → 「フレームにフィット」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*背景」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

● 次の１３項目の「担当」は、テンプレート中に記述された文字列中のプレースホルダー文

字列を置き換えますので、次のように設定をします。 

  「データ種類」 → 「文字差込」 

  「処理区分」 → 「％１％」 

  「パラメーター」 →  

  「ラベル名称」 → 「*担当者」 

以上で、この項目の設定は、次のようになります。 

 

 

 

以上で、基本的なデータとフレームとの関連付け作業が終わりです。 

 

⑥ カスタマーバーコードの設定 

カスタマーバーコードに関しては、特殊な処理を行うため、通常の関連付けエリアとは別に

設定する項目を設けています。 

 

 

 

 カスタマーバーコードをフレームに流す場合には、バーコードの数字割り出しを、郵便番号

と住所から行いますので、そのデータ項目を指定します。これらの割り出しに必要なデータ項

目は、他の処理用途として何らかのフレームに関連付けられていても、あるいはいずれのフレ

ームにも関連付けられていなくてもかまいません。 

 カスタマーバーコードのフレームに挿入されるのは。割り出された数字だからです。 

 これららを、逐次設定します。 

● 郵便カスタムバーコード作成チェックボックスにチェックを入れます。 

● 「町村名区切り」は、住所データの中で、町域名と地番を分離する文字を設定します。
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デフォールトでは、「丁、線など」が定義されていますので、特別な場合を除き、この部分

は、空白でかまいません。 

ただし、郵政公社指定の住所入力形式でない場合には、ここに設定する必要がありま

す。 

● 「郵便番号項目」は、７桁の郵便番号が記述されているデータの項目番号です。 

 ここでは、６項目が該当するので、「６」と記述します。 

● 「住所項目」は、住所（建物名まで含めた）を記述してある項目を最大２項目設定し

ます。ここでは、７、８項目が該当しますので、「７,８」と指定します。 

● 「バーコードフレーム」は、作成したカスタマーバーコードの数字列を挿入するフレームをフ

レームラベル名のリストビューの欄からドラッグアンドドロップしてきます。 

 

以上で、カスタマーバーコードの設定も終わり、関連付けの作業が終了しました。 

 

⑦ 入出力指示設定 

処理を開始する前に、その他の処理に関する設定を行います。 

あふれ処理、入力ファイル設定、出力ファイル設定などです。 

 

 

 

 

 

 

 

● 作成する InDesign ドキュメント名を設定します。拡張子(indd)は省略します。 

● 基本パス設定とは異なるファイル（ただし、項目設定などは同じもの）を処理ファイルとす

る場合には、「処理ファイル選択」ボタンで、処理ファイルを選択します。 

● あふれ処理設定をします。 

  ここでは、１％刻みで、30%まで縮小するという範囲でオーバーセットを調整しますので、

上図のような設定を行います。ただし、あまりに細かいステップで設定すると、処理が遅く

なるので、注意してください。 

また、人名字取りの項目は、独自のあふれ処理となっておりますので、このあふれ設定

の値とは関係ありません。 

● 処理レコード番号は、ここでは、１レコード目を、単なるデータの見出しレコードとして使

用していますので、実際に処理を行う２レコード目から処理することを指定します。 

  終了は、４ページまで出力したいので、９を設定します。 
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以上の設定が、必須となります。 

あとは、同時にPDFファイルを作成したい場合、同時に印刷したい場合に、それぞれの設

定を行います。 

 

⑧ 処理の開始 

いよいよ、処理を開始します。 

画面の「処理実行」ボタンをクリックすると、InDesign を起動し、データの処理を開始しま

す。処理の速度を上げるため、InDesign の画面は、隠す設定にしていますので、画面には

表示されません。 

途中経過は、メイン画面下部の進行状況を表すプログレスバーによって進行具合が表

示されます。 

 

⑨ ドキュメントの確認 

処理終了後、作成されたドキュメントを確認する場合、InDesign のファイルメニューより、

「最近使ったファイル」に表示されるファイルリストの一番上に位置するファイルが、今作成し

たファイルなので、それを選択すると処理し作成されたドキュメントが表示されます。 
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４． サンプル一覧 

ここでは、インストール後のサンプルフォルダーに含まれるサンプルの内、本チュートリアルにて説明

なかったものについて簡単に注目すべき点を述べます。 

 

① 名刺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  EXCEL 

 [ページ作成方法] 

  単ページ連続 

 [１行文字列挿入の行の文字あふれ] 

●あふれた場合、全角スペースで改行し、２行目の揃えを指示。全角スペース

で改行しても、１行目が行をオーバーフローする場合、１行で収まるように縮小

します。 

 [テキストパス] 

●テキストパスへの文字列の挿入とテキストパスの親オブジェクトに対する画像の

挿入 

 [その他] 

●ランドスケープドキュメントの扱い 

●カスタム人名字取り 

●JPEG 出力 

 ●カスタム人名字取の場合のルビは、モノルビの場合には親文字の直後に半角 

     パーレンで囲んでルビ文字列を挿入し、グループルビの場合には、姓または名 

     の親文字列の直後に半角パーレンで囲んでルビ文字列を挿入します。ただし、 

     グループルビの場合には、ルビ文字列の先頭パーレンの直後に、欧文小文字 

     の g を挿入します。 
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    （モノルビ例） 山（やま）田（だ） 

    （グループルビ例） 山田（g やまだ） 

 

●異体字（上記画像例では、吉田の「吉」を、サロゲートペアで指定される文字 

「土 ＋ 口」の吉田に変換しています）。 
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② 名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●EXCEL 

 [ページ作成方法] 

  ●２頁連続（両頁で異フレーム配置)：DＭの２頁処理と比べてください。 

[ブック作成] 

  ●ページ分割、ブック作成。 

[ページ制御] 

  文字列判断による強制改頁。 

[スプレッド] 

  ｖ見開き指定と綴じ指定。 

[マスター] 

  ●マスターの適用。 

 [柱] 

  ●先頭レコードの柱としての処理。 
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③ PoP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

 [バーコード] 

  ●QR コード、JAN コード 

 [文字スタイル] 

●１行の文字列を全角スペースで区切り、各々の文字列に異なる文字スタイル

を適用。 

[数字桁取り] 

  ●１０００の位にカンマを挿入。合成フォントで、単位の「円」を小さくしている。 
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④ 図書目録－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV("**"形式） 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

[人名字取り] 

 ●７字取り、よみがなを振る。 

[スタイル設定] 

 ●段落スタイル、文字スタイル及びルビの適用。 

 ●Spicy タグを使用。 
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⑤ 図書目録―２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV("**"形式） 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

 [スタイル設定] 

 ●段落スタイルを利用した、段落スタイルと文字スタイルの適用。 

 ●ここまで文字による文字スタイル適用範囲の設定。 
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⑥ 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

 [固定表] 

  ●表へのデータ挿入。 

  ●InDesign ライブラリーファイルより、アセット登録した図の挿入。 

 [Spicy タグ・スタイル] 

  ●Spicy タグ使用による表スタイル、セルスタイルの適用。 
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⑦ オブジェクトスタイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

[オブジェクトスタイル] 

●数字フラグを使用した、敬称の挿入とテキストフレームに対する異なったオブジ

ェクトスタイルの適用。 
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⑧ DXF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

  ●CSV 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

[DXF 変換] 

  ●Microsoft Visio 2007 を使用し、DXF ファイルを JPEG 変換し貼り込む。 

[PDF 作成] 

  ●PDF ファイル出力。 
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⑨ 串刺し面付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力ファイル・フォーマット] 

●CSV→串刺し面付けでは、処理ファイルは必要ありません。内部的に番号を

発生させますので、テンプレートファイルのみパス設定します。 

 [ページ作成方法] 

  ●くし刺し面付け(全ドキュメント連続) ：「パス設定」実行前にかならず設定。 

[番号発生方法] 

  ●フレームごとに、基点となる数値などを個別に設定。 

  ●頁分割後も、同一一にあるフレームに番号が続く。 

[その他] 

  ●テンプレートの作成方法が通常と異なる。 

  ●通常の処理ロジックとは異なる処理を実行。 

  ●メイン画面処理件数は、本処理では無効。 

  ●Ver4.1 より、番号の増加を２ページ毎に行うモードを追加。 
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⑩ 面付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット・ファイル] 

●CSV→面付け基本データ作成メニューで作成した、面付け用の特殊 CSV フ

ァイルを指定。 

 [ページ作成方法] 

  ●簡易 PDF 面付け：「パス設定」実行前にかならず設定。 

 [その他] 

●面付けに関しては、設定方法が、通常の処理とは、全く異なるので、注意が

必要。特に、レコード項目は。項目順番が固定となっています。 
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⑪ カタログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [入力フォーマット] 

●CSV 

 [ページ作成方法] 

  ●１頁連続（毎頁同一フレーム配置) 

 [その他] 

●強制改ページでのマスター変更（同一フレーム名称でも、たとえば３段組みや

２段組みなどの様にレイアウト変更ができます）。 

●ＰＤＦファイルの自動連続ページ設定。 
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⑫  連続表（通常表） 

 

 

[キーポイント] 

● 2つのテキストフレームにそれぞれ横組みと縦組の表を配置し、2レコード/頁のデータを親

頁及び 2 つの表で利用している点に注目。 

●親フレームの画像と上表の画像は同じものです。 

●上表のヘッダーと下表のフッターの設定。 

●上表の「〃」記号の処理。 
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⑬  連続表（マトリックス表） 

    

[キーポイント] 

● 1 レコードを２頁（見開き処理）のモードなので、5 レコード/頁のデータを親フレームでは

５レコードを使用しているが、表示している偶数ページでは、連続表として、２レコード分

を偶数ページに、３レコード分を奇数ページに表示している。 

●データレコードの項目方向の流れが、連続表のほうでは、行方向の流れに変換されてい

る（マトリックス変換）。 

●連続表の行見出しの処理（サイズ、マザーボードなどは固定文字列）。 
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⑭ 積み木挿入（ダルマ落とし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[キーポイント] 

● テキストフレームに表を配置し、そのテキストフレームに割り当てられたデータレコードの

１項目だけでなく、全項目を表のセルに対してマッピングし使用することができる。 

積み木挿入に対応する表は、最大 10 行 ｘ 10 項目でかつ、最大 30 セルまでとなり

ます。 

●表の行単位で、その行のデータ挿入対象のセルへのデータが空データであった場合、そ

の行を削除し、前後の行を詰めることができる。上のサンプルの例でいえば、住所が２項

目である「金子ビル４Ｆ」の行は、空データ時削除設定がされているので、この住所が２

のデータがないレコードの場合には、この行が削除され、住所 1の「東京都・・・・」の行が

下へ下がって、Ｔｅｌ行と密着するｋとになります（行削除の場合、このように下へ下がるか、

下の行が上に上がるかは、表が配置されているテキストフレームのフレーム属性で、天地

方向の揃えがどうなっているかによります）。 

●SpicyTag を使用した豊かな文字表現。 
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⑮ 段抜き見出し－１ 

 

[キーポイント] 

● 2 段組みテキストフレームにて、テキストフレームを挿入し。先頭行を段抜き見出しとし

て処理しています。 

● 2 段組みの各段落に対して、段落追い込みを行っています。 

● 表組みの部分で、セルごとに段落追いこみを行っています。 

● グラフィックライン上のパステキストデータにフラッシュスペースの特殊文字を挿入し、両

端揃えを行っています。同時に、グラフィックラインにオブジェクトスタイルを適用していま

す。 
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⑯ 段抜き見出し－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[キーポイント] 

● 「段抜き見出しー１」と基本的には同じですが、真ん中の、本来、画像が貼りこまれる

フレームがぽル権形状に変わり、画像の代わりに、文字列を表示させています。 
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⑰ 郵便枠（個別フレーム） 

 

 

[キーポイント] 

● 郵便枠は、これまで、７桁すべてを１つのテキストフレームに挿入するか、前 3 桁と後ろ

4 桁の２つのテキストフレームの挿入する方法しかありませんでしたが、今回、７桁の数

値それぞれを個別のテキストフレームに挿入する処理を追加しました。 
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５． 強制改ページとマスター適用 

SpicyLibraCS Ver3.0 までは、挿入されるデータとは無関係な、頁に固定なもののマスタ

ーを１つのみ指定できるだけでした。 

 これは、マスターをドキュメントページに適用した時、マスターに設定されていたフレームに対して

は、特殊な処理をして書き込み可としないと、そのフレームに対して処理をすることができなかった

からです。また、SpicyLibra の初期の考え方が、固定レイアウトすなはち固定フレームに対す

る流し込み等といった処理を前提として設計を行っていたためです。 

 この間、もう少しレイアウト自体を可変とできないかというご要望があり、SpicyLibraCS 

Ver4.0 より、強制改頁処理に際し、マスターを変更して適用できるようにしました。 

 その例が、「サンプル⑪カタログ」となっております。 

 この新たな処理方法について、誤解を生じないように、また、いくつかの技巧的な要素が必要と

なりますので、「サンプル⑪カタログ」を作成する過程を説明しながら、「強制改ページとマスター適

用の限界と基本的な考え方」を明らかにしていきたいと思います。 

 

[全般的な注意事項] 

● SpicyLibra2024 は基本的に、マッピングテーブル作成時には、テンプレートファイルのド

キュメントページに設定されたフレームのみを読み取りフレーム名称を取得します。 

⇒  「（マッピング）テーブル作成」処理を行うときには、マスターを参照しないので、マスター

を適用したドキュメントページを作成しておかなければならない。 

ただし、実処理のときには、マスターは可変となりますので、テンプレートのドキュメント

ページからは、削除しておかないといけません。 

● SpicyLibra2024 の新規ページ作成は、１ページあたりのレコード数を基に計算してペー

ジ追加を行っています。 

⇒  ページあたりのレコード数が異なるマスターの変更は、基本的には認められませんので、

そのような必要がある場合には、空レコードをデータ中に挿入するといったような入力デ

ータの加工が必要となります。 

 

 
つまり、基本が１ページ４レコードであると仮定すると、４レコー

ドづつデータを取り込み、４レコードの処理が終わった時点で字ペ

ージを作成し、次の４レコードを読み取ります。 
したがって、あるマスターが２レコード分のフレームセットしか設

定されていない場合、２レコード分は処理しないまま、次の４レコ

ードを読み取りに行ってしまうこととなります。 
２レコード分が未処理のままとなってしまいます。 
そのため、このような場合には、該当するデータに空レコード２レ

コードを挿入しておくなどといった前処理が必要となるわけです。 
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● SpicyLibra2024 は、処理途中で読み取るデータの項目数を可変とすることはできませ

ん。最初に指定した項目数ではないレコードがあればエラーとなって処理が中断したり、異常

終了したりしてしまいます。 

⇒  マスターにより項目数が異なるような場合、全部のマスターのレイアウトで必要な項目

をすべて入れ込んだ、最小公倍数項目といった形でのデータ設計が求められます。 

 

  以上のような注意事項というか、SpicyLibra2024の基本的な設計概念をまとめると、 

① 処理レコードに関しては、「処理途中での項目数の変更は不可」であり、「強制改ペー

ジの場合を除き、１ページあたりの処理レコード数は固定」である。 

② データ項目とテンプレートのフレームとのマッピングテーブル作成時には、「テンプレート中の

ドキュメントページ（マスターページではない）に描かれたフレームの名称の、枝番が１のフ

レームのみが有効となり」、マッピング処理を行うことができる。 

③ マスター変更は、改頁処理の時にのみ実行できる。 

すなはち、 

△特定項目の文字列が、前レコードの文字列と一致しない場合。 

△特定項目の数字列の特定桁の値が、前レコードのそれと一致しない場合。 

△特定項目文字列が、パラメーターで指定した文字列と完全一致する場合。 

△特定項目文字列が、パラメーターで指定した文字列と部分一致する場合。 

  の４種類の強制改頁処理が設定されている場合に有効となるわけです。 

  ということにあると言えます。 

 

  従って、マスター変更を伴う処理には、この原則を逸脱しないように工夫する必要性があります。

工夫の方法は何種類か考えられるかと思いますが、ここでは、サンプル作成時に考えた方法で、旅

行案内のカタログを作製した方法を、次ページより、解説します。 

 これを参考にしていただき、さまざまな方法で、マスター変更を行う処理を考えていただければと思い

ます（説明するのは、あくまでも、一方法でしかありません）。 
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① 処理環境を作成します。 

SpicyLibraCS Ver4.0 より、通所の処理をする場合に必要な標準のフォルダー構成

をコンピュータ上に一括で作成できるようになりました。 

 SpicyLibra2024 を起動し、ファイルメニューより、「基本フォルダー作成」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本フォルダー」のフォルダー名称として設定してある名前が、ダイアログ上に表示されま

す。名称を変更する場合には、各フォルダー名称のテキストボックスで変更してください。 

フォルダー名称を変更して、実行した場合、修正したフォルダー名称が保存され、以降、基

本フォルダー作成の場合の、デフォールト値になります。 

 これらの基本フォルダーを入れる親フォルダーを選択します。そのために、「親フォルダー」ボタ

ンをクリックし、フォルダー選択ダイアログを表示します。 

あらかじめ作成しておいたフォルダーを選択するか、

「新しいフォルダーの作成」ボタンを使用して、新規

に作成します。 
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 親フォルダーを選択すると以下のようになりますので、「作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作成ボタンをクリックすると、「親フォルダー」直下に、標準で必要なフォルダーが作成されま

す。 
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これで、処理に必要なデータを保存するフォルダーが作成されました。 

② データファイルの保存 

処理に必要なデータファイルを、②で作成した「データ」フォルダーに保存します。 

データが用意できたので、次は、テンプレートを作成します。 

 

③ 全フレームの描画  

InDesign を起動し、新規ドキュメントを作成します。 

ドキュメントページを選択し、ドキュメントウインドウに表示させます。 

A-マスターが適用されていますので、「なし」マスターを適用します。 

このドキュメントページ上に、すべてのマスターに必要なフレームをテンプレートドキュメントペ

ージに描画し、フレーム名称、枝番を付加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サンプルでは、１ページ繰り返しの場合を処理していますが、２ページ処理・見開き処理の
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場合には、２ページ分を作成する必要があります。 
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④ 基本パスの設定 

ここで、一旦、通常通り、テンプレートを、「テンプレート」フォルダーに保存・クローズしま

す。 

テンプレートを保存する場合拡張子が indtになるように、正しく保存ダイアログで設定して

ください。 

データファイルとテンプレートファイルが作成できたので、基本パスの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本フォルダー設定」ボタンを選択し、②で作成ｓた「親フォルダー」を選択します。 

この操作で、ディレクトリパスが設定されます。 

続いて、「InDesign テンプレート」ボタンをクリックすると、②で作成された「テンプレート」フォ

ルダーが表示されるので、使用するテンプレートファイルを選択します。 

さらに、「基本処理ファイル」ボタンをクリックし、「データ」フォルダーに表示し、使用するデー

タファイルを選択します。 

「設定」ボタンをクリックし、基本パス設定を実行します。 

 基本パス設定ダイアログが閉じ、メイン画面に戻ります。 

 

 



 

 57 

⑤ マッピングテーブルの作成 

SpicyLibra2024 にて、「テーブル作成」を行い、データ項目とフレームのマッピングを

行います。 

「テーブル作成」で、データとフレーム名称の読み取り実行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目設定、マッピング実行。 
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⑥  ドキュメントページをマスターに登録 

再度、先ほどクローズしたテンプレートファイルをオープンします。 

「ページパレット」を表示し、パレットメニューより「マスターページとして保存する」を選択し

て、必要個数分のマスターを作成します。 

サンプルの場合には、４個のマスターを使用していますので、３回、この処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この操作で、ドキュメントページと同じレイアウトのフレーム構成であるマスターが作成され、

それぞれ、B-マスター、C-マスターなどというマスター名称となります。 

A-マスターは、初期の未設定の状態のままですので、削除し、残りのマスターの名称を分り

易い名前に、必要ならば、変更しておきます。 

サンプルでは、A-マスター、B-マスター、C-マスターとしています。 

「なし」のマスターを含めて、都合、４個のマスターがページパレットに存在することとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスターとして保存を

実行します。 
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⑦ マスターページより不要なフレームの削除とフレームの調整 

各マスターでは、すべてのフレームが必要とは限りませんので、不要なフレームとマスターごと

のフレームの属性の変更・調整を行います。 

 ページパレットで処理を行うマスターページを選択してドキュメントウインドウに表示させます。

ドキュメントページで作成したフレームが、そのままマスターページとして保存されているのが確

認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この、すべてのフレームが描画されている状態から、このマスターに不要なフレームを削除し

ます。 

  ● 全ページに必要で、フレーム属性が変わらないものは、ドキュメントページに設定す

るか、すべてのマスターで設定します。サンプルでは、ドキュメントページに設定しますの

で、マスターからは削除します。 

● このマスターで使用しないないフレームを削除します。 

● 残った、このマスターに必要なフレームの属性を調整します。 
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● データ処理とは関係のない、このマスターに固有の固定の画像や文字などのオブジェ

クトを描画します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この操作を、「なし」以外のすべてのマスターで行います。 

 

 

不要フレーム削除 

段数変更、テキストフ

レーム設定を行う。 

爪として使用しな

いフレームの削除 

不要画像フレームの削除とフレー

ム属性の変更。 
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⑧ ドキュメントページより不要なフレームを削除 

ここまでの処理で、各マスターに設定を移行したフレームが、未だ、ドキュメントページに設定

したままなので、ページパレットでドキュメントページを選択し、ドキュメントウインドウに表示さ

せます。 

、ここで、各マスターに設定を移行したフレームを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、各マスターに依存しない、全てのページに必要な固定画像・テキストを設定します。 

 テンプレートを上書き保存し、閉じます。 

 

 

マスターに移行したフレ

ームを削除する。 
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⑨ 入出力パラメーターの設定。 

 

 

 

 

 

 

  入出力パラメーター部において、出力ドキュメント名などを設定します。 

ここで、一番注意しなくてはならないのは、ドキュメントの最初に適用するマスターに関して

は、これまでのデータとの互換性を持たせるため、必ず、この画面の「マスター名」で指定しな

いといけないということにあります。 

 

⑩ 設定保存 

ここまでで、すべての設定が終了しましたので、設定値をファイルとして保存します。 

「設定保存」ボタンをクリックし、②で作成した、「設定」フォルダーに保存します。 

 

⑪ 処理を開始し、ドキュメントを作成します。 

「処理実行」ボタンをクリックし、ドキュメント作成処理を実行します。 

 

⑫ 作成されたドキュメント 
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６． 積み木挿入 

① まず、積み木挿入を行うインデザインのテンプレートを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム名称「住所」のテキストフレームに住所。電話番号などを挿入する表を配置します。 

表は 5 行３列で作成し、行の自動伸長を行わないので、表設定で、自動伸長をオフにします

（指定した行の高さを使用）。 

上の行から、1 行目は「〒、住所１」だけの項目にするので、１と２の項目をマージします。 

 2 行目は、住所 2 を〒項目の下から開始させるので、２と３の項目をマージします。 

 3 ～ ５行目は、データを住所 2 の頭と揃えるために、２行目と同じように、２と３をマージします。 

 さらに、3～５行目では、先頭列に行タイトル文字列を固定文字列として挿入します。 

とし、各セル毎の各種スタイルを設定します。 

この表の親テキストフレームのテキストフレーム設定で、下揃えに設定しておきます。 

積み木処理のインデザインテンプレートにおける設定は、基本的にこのように行います。 

 

② データの準備 

 挿入用の文字データ、画像データを準備します。データは、今回、SpicyTag を一部項目で使

用するため、XML ファイルではなく、Ｅｘｃｅｌ（xls）ファイルで用意します。 
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③ テンプレートと挿入データ類が準備できたので、SpicyLibra2024 にてデータとテンプレー

トとの対応を行います。 

 

 通常通りに、データ項目とフレームとの対応付けを行います。 

 積み木挿入を行うデータ行のパラメータボックス内でマウスをダブルクリックします。 

 積み木挿入用ダイアログが表示されます。 

 

④ 積み木挿入処理用に、表のセルとデータ項目との多雨欧付けを行います。 

積み木挿入フレームとデータ 
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表の行番号の昇順かつ列の昇順で挿入対象セルとデータ項目との対応を行います。 

テンプレートに配置した表に関して、表の行番号１行目で列番号１列目を左のグリッドビューのコ

ンボボックスでセル番号を指定し、中央のデータ項目例を参照しながら、このセルに対応するデー

タ項目番号を、やはり、左側のグリッドビューの３列目のコンボボックスで項目番号を設定します。 

同様に、１行 2 列目の、2 行 2 列目、3 行２列目、4 行 2 列目、５行 2 列目の各セルに対応す

るデータ項目番号を選択し設定します。 

2 行１列目は使用せず、３～５行目の１列目は、固定文字を行見出しとしてテンプレート中で挿

入しているので、対応付けするセルは、この６個となります。 

 

次に、郵便番号の部分は、データは数字だけなので、頭に〒マークを固定文字として挿入する

ため、グリッドビュー1 行目のパラメータボックスをダブルクリックし、パラメーター設定ダイアログを表

示させます。ダブル九チックすると、画像用のパラメーターか文字用のパラメーターかを問い合わせ

るメッセージボックスが出現するので、文字用を選択します。 

 

「先頭文字列」テキストボックスに「〒」マークを挿入してダイアログを閉じます。 

同じようにして、１行目２列目の住所のセルは、段落追い込みをして強制的に１行に収めたいの

で、やはり、パラメータテキストボックスをダブルクリックし、パラメーター設定ダイアログを表示し、段

落追い込みを設定します。 

 

これで、表セルとデータ項目の設定は終わりです。 

 

⑤ 今度は、設定ダイアログの右側に、表の組方向設定コンボボックスがあるので、横組みを選

択し、その下にある、「挿入データがない場合に削除する行番号」の部分で、データがない場合

に削除する行を指定します。 

 この例の場合では、２～５行目は、データがない時に削除したいので、10 個ある設定用のアッ

プダウンコントロールで、２、３、４、５と 4 個値を設定し、残りの 6 個はそのままにしておきます。 

 

⑥ このデータは、SpicyTagデータとして扱いたいので、画面中央下部にある「SpicyTagデータと
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して扱う」チェックボックスにチェックを入れ、適用ボタンをクリックし、積み木挿入パラメータダイアロ

グを閉じます。 

 

 これまでで設定が終わりましたので、あふれ処理の値など、出力関連の設定を行った後、実行

します。 

 

 

 

 

上の２つの処理結果をみると、住所 2の項目にデータがなかったため、その行が削除され、住所 1

の行が下へ下がっているのが確認できます。 
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７． 連続表（マトリックス表） 

連続表の特徴的な処理であるマトリックス表の作成を説明します。 

 

① インデザインテンプレートを作成します。 

 

 ここでは、見開き２頁（1 レコードを２ページに展開）処理で、マトリックス表を左右に振り分けて

作成します。 

親のテキストフレームでは、５レコード/頁として、通常のようにテキストボックスと画像フレームを配

置します。 

マトリックス表を挿入するテキストフレームは、枝番号が「１」のものしか使用できませんので、左右

ページに１個づつ、マトリックス表用のテキストフレームを配置します。すべｔのフレームに、フレーム

名称と枝番をつけます。マトリックス表を配置するテキストフレームは、くどいようですが、枝番「１」

の身を付加います。 

 

左右ページに作成したマトリックス表用のテキストフレームに、偶数ページは２レコード、奇数ペー

ジには、３レコードを挿入したいのと、それぞれの行に、行項目見出しを固定項目として設定した

いので、その分の１列を加え、偶数ページは 10 行 x ３列、奇数ページは 10 行 ｘ ４列の表を

配置します。 

 

先頭行には、行方向に流れていくデータの項目見出しとしてデータレコードの文字列が挿入され
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るので、行見出しは特にはつけませんので空白にしておきます。 

それ以外の行見出しには、この場合、製品の仕様項目名を固定データとして挿入します。例え

ば、製品の重さ、金額などといったものです。 

行見出し以外の表の体裁を設定します。 

両ページの表の設定が終わりましたら。いつものように、データを準備します。 

 

②データを用意します。 

 ご覧のように、各製品の仕様が続いています、どうしても、項目数が多いので、縦長

の判型の印刷物では、通常の表のイメージとは異なり、長手の縦方向に項目データを流

していきたいということになります。 
 
③ データ項目と連続表用のテキストフレームの対応付けを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連続表として使用するデータ項
目（何でもよい）に連続表テキ
ストフレームを対応づける。 
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 連続表（マトリックス）を処理するテキストフレームは２か所あるので、それぞれを適当なデータ項

目と結びつけます。適当というのは、連続表を扱う場合には、このページのすべてのレコード項目

を親フレームでの使用・不使用とは関係なく使えるので、特にはこだわらないという意味です。 

逆にいえば、親フレームで連続表以外のフレームに対応付けしないといけないものを優先して対

応付けし、残ったデータ項目に連続表用のテキストフレームを対応付けするほうがよいと思われま

す。 

 

④ 表セルとデータ項目の対応付けを行います 
 データ項目と連続表用のテキストフレームが対応付けされた行のパラメータボック

スの欄をダブルクリックします。 
表セルとデータ項目の対応付けを行うダイアログが表示されます。 

 

初めに、マトリックス表作成なので、「マトリックス変換」チェックボックスにチェックを入れます。 

次に、テンプレートに配置された表の行数を取得しますので、「表の行数の取得」ボタンをクリック

してください。テンプレートドキュメントにアクセスし、表の行数が取得されます。 

 



 

 70 

次に、表の最初の列は、行見出しとして使用しているので、データを挿入する列は、２列目からと

なりますので、「スキップする先頭カラムからの列数」で「１」を設定します。 

 

次に、奇数ページの場合（このページは本来偶数頁のたまえ無効）は、データを偶数頁 2 レコー

ド、奇数ページ３レコードに分割して表示する予定ですので、最初の２レコードは使用しないため、

「見開き奇数ページスキップレコード数」に「２」を設定します。 

 

次に、表の雲方向及び、データが最後のほうで、５レコードに満たず、表の列が甘ｔｔ場合の処置

を選択します。今回は、何もしないでそのまま残す設定にしました。 

 

いよいよ、表の列とデータの項目番号の付け合わせを、グリッドビューで行います。 

 

データ例項目を参照しながら、メインのマッピングと同様に、データ種を文字、画像などから選択

し、そのデータを処理する表の行番号を設定します。ここで注意しないといけないのは、マトリック

ス表の場合、データ項目は、表の行方向の流れとして、行に対応づけられるという点です。 

 

全ての対応付けが終わったのち、パラメーターにてオプション設定を行う場合には、パラメーター欄

をダブルクリックして、パラメーター設定用のダイアログを表示し、設定します。今回は、オプション

設定はありませんので、「適用」ボタンをクリックして、ダイアログを閉じます。 

 

⑤ メイン画面にて、出力関連の設定を行い、「実行」ボタンをクリックします。 

  次ページの結果が得られます。 
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８． イメージバリアブル 

 このサンプルでは、イメージバリアブル処理と囲み罫、文字合成、網掛け、ハイパーリンクの組版

機能の説明をします。 

 イメージバリアブルは、画像処理を Adobe PhotoshopCC もしくは IllustratorCC （ご使用に

なる SpicyLibra2024 が指定するバージョン）にて行いますので、予め、これらをインストール

しておきます。 

本サンプルでは、Photoshop/Illustrator の両方を使用するようになっていますが、これらのアプリ

ケーションがインストールされていない場合には、該当するフレームには、何も表示されませんので

注意してください。 

 

①イメージバリアブル用の Photoshop/Illustrator のテンプレートを作成します。 

 Photoshop では、レイヤー機能を用いて、SpicyLibra2024で制御しますので、フォトショッ

プテンプレートドキュメントでは、SpicyLibra2024で可変データとして置き換えられる画像や

文字などには、レイヤー名を必ずつけておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この例では、レイヤー一つ一つに、テキスト挿入、画像挿入、張り込み画像の表示/非表示を

切る変えるという 3 つのお機能を試すために、３つのレイヤーを設定しています。レイヤー効果設

定されているレイヤーもあります。 

レイヤー名「Accent」で登録し、レイヤーの表示/非
表示を切り替える。 
 

レイヤー名「CaptionText」で登録し、文

字列を置き換える。 

レイヤー名「MainChange」で登録し、

背景画像を置き換える。 
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 また、画像などを置き換えたのちに、より高度な画像処理を施すために、アクションでの画像処

理を追加しています。 

 この Photoshop テンプレートは、インデザインのドキュメントテンプレートと同じフォルダーに保存し

ておきます。 

 

 Illustarator を使用してイメージバリアブルを行う場合には、Illustrator にで、予めテンプレートフ

ァイルを作成しておきます。Illustratorでは、Photoshopと異なり、データ駆動グラフィックの機能を

用いてイメージバリアブルを実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このテンプレートでは、「組織図」というテキスト部分を、変数名「タイトル」で設定し、テキストを

可変的に変えようとしています。皿の写真は変数名「皿」と設定し、オブジェクトタイプにもあるよう

に、<リンクパス」として、外部ファイルと置き換えます。最後に、背景の音符の画像は。オブジェク

トタイプ<画像>として、表示/非表示を切り替えるようにします。 

 また、より高度な画像処理を行う場合には、アクションを設定することで可能です。 

 設定した変数は、必ず、データキャプチャーして、データセット名をつけておいてください。 

データセット名は、デフォールトで「データセット１」のままで構いません。 

 なお、SpicyLibra2024で使用する場合には、データセットは１つにしておいてください。複

数のデータセットはエラーとなりますので注意してください。 

 

 上記、フォトショップ、イラストレーターの操作に関しましては、各々のマニュアルを参照してくださ

い。 
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 アクション設定は、処理途中で、ユーザーへのインタラクティブな操作や、ファイル主力を伴わな

いものとしてください。 

②通常通り、InDesign のテンプレートを作成します。 

 

③データ用意します。 

 処理データはデータフォルダーに、可変画像として差し替える画像は画像フォルダーに保存しま

す。 

 

④SpicyLibra2024でデータマッピングを行います。 

 パス設定で、①で作成した Photoshop/Illustrator のテンプレートを設定します。 

 また、差し替え用の画像の保存してある画像フォルダーのパスも設定しておきます。 
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 マッピング用テーブルを作成し、マッピングを行います。 

 

 

 ここまでは、通常の画像のマッピングと同じように行います。 

イメージバリアブルに該当するデータ項目のパラメーター欄をクリックし、パラメーター設定ダイアログ

を表示させます。 

  

      フォトショップのパラメーター設定ダイアログ画面 
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      イラストレーターのパラメーター設定ダイアログ画面 

 

 フォトショップもイラストレーターもパラメーターの設定方法は同じです。 

どちらの設定をするかは、ダイアログ画面上部のアプリケーション選択ラジオボックスで行います。 

選択されたアプリケーションによって、「変数名/レイヤー名」の項目見出しの切り替えと、フォトショ

ップの場合に、データセット名入力テキストボックスがグレイになり入力不可になるほかは、感じ設

定方法となります。 

 変数名（レイヤー名）に SpicyLibra2024で処理を施すそれぞれの名前を記入します。 

それに対応する、データ項目コンボボックスで処理データの該当する項目を選択します。 

 最後に、データ種類欄で、表示切り替えの処理なのか、テキスト置換の処理なのか、画像挿

入の処理なのかを設定します。 

 この操作で、基本的なことは終わりましたので、アクションを実行する場合には、「アクション名と

アクションセット名」を、さらに、イラストレーターの場合には、データセット名をデフォールトの「データ

セット２」ではない場合に、データセット名を記入します。 

 以上で、パラメーター設定は終了しますので、「適用」ボタンを押して、メイン画面に戻ります。 

 

⑤処理実行 

 メイン画面で、通常通り、出力設定をし、実行します。 

 イメージバリアブルの部分では、Photoshop/Illustrator が起動され、は像処理が行われます。

画像処理された画像は、各々のアプリケーションの固有ファイルフォーマットでかきだされます。 

 各々、「出力フォルダー」の直下に、「フォトショップバリアブルが像」、「イラストレーターバリアブル

が像」に保存されたのち、SpicyLibra2024 によって、フレームに貼り込まれます。 
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(※１)サンプルの定義ファイルは３つありますが、アクションを行う場合と行わない場合、貼りこむフ

レームがレクトアングルかオーバルかの違いとなります。 

（ImageVariable.sld, ImageVariableAction.sld, ImageVariableOval.sld） 

 

（※２）囲み罫などの組版要素に関しましては述べていませんが、テキストフレームに挿入する

SpicyTag で書かれたテキストを処理するもので、方法としては、他の SpicyTag と変りありません

ので、マニュアルの SpicyTag の欄を参照して設定してください。 

 

                  囲み罫などの入力例 

 

９． グラフ（バリアブルグラフ） 

上記（８）のイメージバリアブルの一種で、基本的な設定はほとんど同じです。 

ただし、使用するアプリケーションソフトが Illustrator のみであることが異なります。 

 イラストレーターのパラメーター設定画面で、「データ種類」にて「グラフ」を選択すると、グラフ設

定の項目欄の「グラフ」ボタンが選択不可のグレー表示から選択可能な状態になりますので、こ

のボタンをクリックします。 

 表示されるグラフデータ設定画面で、「グラフの種類」を Illustrator が処理可能な９種類のグラ

フ作成方法から選択します。そして、Illustrator のテンプレートでグラフ用に定義された変数と処

理データとのマッピングを行います。 

 散布図と円グラフを除くと、Illustarator では実際のデータと同じテーブルで設定するデータセット

ラベルとカテゴリーラベルは、SpicyLibra2024では、別項目入力となっており、画面下部のデ

ータ項目番号入力欄では、実際のグラフの実データ（キャプションではない）のみを指定することに

なります（グラフ作成に関しては、Illustrator のマニュアルを参照してください）。 

 また、円グラフでは、基本的には上記と同様の考え方ですが、実データ入力欄の１行が１つの

円グラフに相当します。すなはち、2 行のデータ項目設定があれば、２つの円グラフを作成すること

になります。 

 また、散布図に関しましては、データセットラベルが２行設定可能で、カテゴリーラベルがないとい

う特殊な形式をしていますので、設定には注意してください。 

 マニュアルのパラメータの説明を参照ください。 

大王帝国 ,渡<gousei presize ="125" postsize ="75">○<cvar kind="aalt" 
offset="5">辺</cvar></gousei>将軍は、2010 年、新たな戦いを開始した。↑

<kakomikei kind="8" weight="1" tint="80" color="C=0 M=100 Y=0 K=0" 
offset="1" inset="1" outerspace="四分の一">布 陣</kakomikei>：穴倉作戦

↑<kakomikei kind="0" weight="1" tint="80" color="C=75 M=5 Y=100 K=0" 
offset="1" inset="1" outerspace="四分の一">武 器</kakomikei>：レーザー

砲,0,最新武器,置物 02.jpg,最強戦士,時計 01.jpg,0 
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                  円グラフ作成結果 
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１０． TEX 画像（TEXFRAME） 

 グラフィックフレームに、ＴＥＸデータから変換した EPS 画像を貼りつけます。 

 この処理を行うには、TEX データを EPS 画像に変換するための、platex や dviout などといった

TEX 環境がコンピューターにインストールされており、SpicyLibra2024 に、その TEX 環境が

設定されていることが前提となります。 

 したがって、通常の画像の貼りこみと異なるのは、その都度 TEX データ→EPS 画像変換という

処理が、フレームに貼りこむ前に行われるという点のみです。 

 通常の画像の場合には、「画像」フォルダーに、貼りこむ画像を格納しておき、処理データ中に

は、そのファイル名を記述しますが、TEX 画像の場合、 

 「テキスト」フォルダーに TEX ソースデータファイル *****.tex を格納しておき、処理データ中で

は、そのファイル名を指定するという方法と、処理データ中に、直接 TEX データを記述するという２

つの方法があります。 

 サンプルでは、次のデータ例の２項目目で後者の方法による、直接、TEX データを記述したも

のを EPS 画像に変換して貼りこみ、他の項目は外部ファイルとして貼りこむようにしています。 

 

TEX 画像処理データの一行 

 なお、直接、処理データ中に TEX データを記述する場合には、改行文字などは特定の文字列に

手書かなければならないことに注意してください。外部ファイルでは、このような制約はありません。 

 

eq1.tex,¥documentclass[12]{jarticle}_CR_¥pagestyle{empty}_CR_¥begin{docum
ent}_CR_¥noindent_CR_¥begin{eqnarray*}_CR_w=¥left[ ¥begin{array}{ccc} 
w_{0_CM_0} & ¥cdots & w_{0_CM_n-1} ¥¥ ¥vdots & ¥ddots & ¥vdots 
¥¥ w_{n-1_CM_0} & ¥cdots & w_{n-1_CM_n-1} ¥¥ ¥end{array} 
¥right]_CR_¥end{eqnarray*}_CR_¥end{document},eq2.tex,eq3.tex 
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TEX 画像処理結果 

 

データ中に直接記述し

TEX→EPS 変換画像 
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１１． TEX アンカーオブジェクト（TEXQA） 

 上記（１１）がグラフィックフレームに TEX データから EPS 画像に変換したものを貼りこむということ

を行っていましたが、このサンプルでは、SpicyTag で TEX データを指定することで、テキストフレー

ム中にインラインのアンカーオブジェクトとして EPS 画像を貼りこむ処理を行っています。 

SpicyLibra2024は、<tex>タグ中に記述されたTEXデータ（外部ファイル名あるいは直接

の TEX データ）を登録された TEX 環境で EPS 画像に変換し、インラインのアンカーオブジェクトと

して挿入します。 

 また、このサンプルでは、ＳｐｉｃｙＴａｇの使用例として、cid タグでの文字入力、anchorblock / 

anchor タグでのアンカーオブジェクトを用いた処理も行っています。 

 データ記述方法は、通常の SpicyTag の記述方法と同一です。 

 

    TEX アンカーオブジェクト処理結果 

 

 文字列中にTEXで記述した数式が挿入され、天地サイズの違いを文字揃えセンターに調整し

ています。 

 

※Tex を扱う場合、64 ビット仕様の、platex、gswin64c などの Tex 環境を予め構築しておく必

要があります。 
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１２． 画像フレームの条件による回転（画像回転） 

通常の画像を貼りこむ場合、貼りこむフレームを条件によって変形したい場合があります。

SpicyLibraCSでは、VER5.1 までは、この目的では、オプションパラメータで条件項目を指定

し、その項目にフレームの拡大・縮小を記述してあれば、貼りこむフレームをそれに従って拡大・宿

所することができました。 

 Ver5.2 以降、この処理以外に、フレームの回転及びオブジェクトスタイルの適用を行えるように

なりました。 

 設定方法は、従来の拡大・縮小の方法と同じです。記述内容が、回転の指示とオブジェクト

スタイルでは異なりますので、この記述に関してはマニュアルを参照してください。 

 

 
画像フレーム回転の処理結果 

 

 

回転 回転 

オブジェクトスタイル

適用 
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１４． カスタム人名字取でのモノルビ対応（人名区切りよみがな） 

 Ver5.2 以前のカスタム人名字取では、姓名の親文字に対して、読み仮名を別項目として設定す

ることができましたが、この場合、グループルビのみとなっていました。 

 Ver5.2 より、読み仮名の入力項目のよみを、親文字のそれぞれに該当するように半角スラッシュ

「/」で区切ることにより、モノルビとして親文字に読みを振ることを可能としました。 

 

（入力例）  山田,太郎,やま/だ,た/ろう 

 

 

１５． SpicyTag での人名字取、字取、文字回転、文字揃え、段落行揃え（人名 tag） 

  タイトルに記された追加された SpicyTag の処理例となります。・ 

  設定フォルダーには２種類あり、「表ライン人名タグ」では、表中及びテキストパスでの人名字取の

例を、「人名タグ」では、通常のテキストフレームでの追加タグのすべての処理例となっています。 

 

１６． 追い出しあふれ処理及びフォントを利用した Code39/NW7 のバーコードの例です。  

   通常、テキストフレームを挿入文字列がオーバーした場合、扁平等の処理により当該フレーム

内に追い込んで収めますが、頁作成方法で 1レコード２頁の処理をする場合に限り、1ページ目で

あふれたテキストフレームのテキストを、２ページ目の指定するテキストフレームに流し込みます（３ペ

ージ目には流し込まない）。 

フォントを利用したバーコード作成は、Code39/NW7 に関して使用することができます。この 2 種

類のバーコードは画像作成方式でも可能となっていますが、フォントを利用した場合には、画像作

成に比べ、作成速度およびドキュメントに貼りこんだ後のメンテナンスに優れていると言えます。 

 

 

以上 


